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雨水流出抑制施設の設置のお願い 
「雨水流出抑制施設の設置に関する指導要綱」のご説明 

１．対象となる事業 

●大規模民間施設：敷地面積が５００㎡以上の建築 

●公共施設、公益的施設の建築（敷地面積に関わらず全て） 

（１） 建築の確認申請（建築計画の通知を含む。）が必要な事業のうち、新築、増築、改築が対象です。 

※大規模民間施設の増築で対象となるものは、増築部分の建築面積÷建蔽率が５００㎡以上となる場合です。 

ただし、以下については東京都協議対象事業です。 

①都市計画法に基づく「特定街区」「都市再生特別地区」など、都の許可又は同意を要する事業 

②建築基準法に基づく「総合設計」などのうち、都が許可する建築物にかかる事業  

③地方住宅供給公社法や独立行政法人都市再生機構法などに基づく事業 

参照 https://www.tokyo-sougou-chisui.jp/youkou/index.html 

（２）すでに雨水流出抑制対策を実施し、要綱で定める対策量を満たしている場合は対象外となります。 
※計画書の提出は必要です。 

（３） 設置、維持管理に要する費用は、事業者等のご負担でお願いします。区から助成金等を交付する制度は 
ありません。 

（４） 敷地面積５００㎡未満の民間施設については、計画書の提出は必要ありませんが、雨水流出抑制施設の 
設置にご協力ください。敷地面積５００㎡未満の個人が所有する住宅の建築については、工事費の助成が 

ありますので、工事前に区に相談にお越しください。 

 

２．申請手続きの流れ 
 

 

 

(建築確認審査申請前に提出) 

 

 
 

 

 

 

事業者 

雨水流出抑制施設設置計画書（様式１）の提出 

窓口、郵送、オンラ

イン申請 

豊島区 

雨水流出抑制施設設置計画書（様式１）の審査 

雨水流出抑制施設設置計画書（様式１）の確認済印付き交付 

提出日からおよそ２週間 

メールで交付 

（変更が有った場合） 

 雨水流出抑制施設設置計画書

（変更届）（様式２）の提出 
雨水流出抑制施設設置計画書

（変更届）（様式２）の審査 

雨水流出抑制施設設置計画書（変更届）（様式２）

の確認済印付き交付 

メールで交付 

雨 水 流 出 抑 制 施 設 の 工 事 

雨水流出抑制施設変更工事 

雨水流出抑制施設工事の施工完了 

雨水流出抑制計画書（完了届）（様式３）の提出 雨水流出抑制計画書（完了届）（様式３）の確認 

メールで交付 

雨水流出抑制計画書（完了届）（様式３）確認済み印付き交付

窓口、郵送、オンライン申請 

窓口、郵送、オンラ

イン申請 

https://www.tokyo-sougou-chisui.jp/youkou/index.html
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３．設計手順・設計方法 

（１）必要な対策量を計算します。 

対策量(㎥) ＝抑制単位対策量(0.06 ㎥ /㎡) ×敷地面積(㎡) 

※この対策量を上回るような雨水流出抑制施設の設置計画、検討を行ってください。 

※豊島区内の抑制単位対策量は、0.06 ㎥ /㎡です。 

※増築時の対象面積は、増築部分の建築面積÷建蔽率で求めます。大規模民間施設については、５００㎡ 

以上が対象です。 

 

（２）雨水流出抑制施設の種類、配置等を具体的に検討します。 

 

雨水流出抑制施設 

 

 

①「浸透ます、浸透トレンチ」は、標準構造以外の製品を使用する場合、浸透量等が分かるメーカーの 

資料等を添付してください。 

※浸透量の算出は、「4浸透施設の浸透量(対策量)」「5 雨水流出抑制施設の標準構造及び諸元」により 

行ってください。 

・汚水など雨水以外のものを流入させないでください。 

・浸透施設の設置位置に関しては、「東京都雨水貯留・浸透施設技術指針（資料編）」Ｐ５２を参考に 

設計してください。 

 

②「透水性舗装」は、原則として標準構造を使用してください。（Ｐ９透水性舗装参照） 

 

※「土砂災害（特別）警戒区域（急傾斜地の崩壊）」（東京都建設局ホームページ掲載

https://www2.sabomap.jp/tokyo/）並びに擁壁及び法面の近傍地は、貯留施設を設置して下さい。擁壁及

び法面の近傍地の詳細は、「東京都雨水貯留・浸透施設技術指針（資料編）」Ｐ５２によるものとします。 

 https://www.tokyo-sougou-chisui.jp/shishin/index.html 

・           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸透施設(浸透ます、浸透トレンチ、透水性舗装、緑地など)  

貯留施設(貯留槽など) 

浸透施設と貯留施設の組み合わせ 

 

https://www2.sabomap.jp/tokyo/
https://www.tokyo-sougou-chisui.jp/shishin/index.html
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（３）貯留施設 

① 貯留施設は、雨水流出を抑制するため、主に大雨のときの貯留を目的としています。適切な貯留空間 

の確保と計画的な放流のバランスが重要になります。少ない降雨のとき放流することなく貯留してしまう 

と大雨時に貯留することが出来なくなります。従って、基本的に常時放流するような機能を有する構造と 

し、「空」の状態で次の降雨に備える必要があります。また、放流は、公共下水道への放流抑制量を超える 

ことなく、貯留施設の機能を最大限活用できるように計画することが大切です。 

 

②  貯留する雨水の公共下水道への放流抑制量を確認します。 

貯留する雨水は、公共下水道に放流する必要がありますが、無制限に行なうことは出来ません。各流域 

と下水道管の種別及び数量ごとに放流量が決まっています。必ず事前に東京都下水道局と協議を行なっ 

てください。  

表１ 

流域区分 流域における放流抑制量 

神田川流域 

隅田川流域 

石神井川流域 

0 . 0 2 6 (㎥ /s・ha) 

0 . 0 3 3 (㎥ /s・ha) 

0 . 0 2 6 (㎥ /s・ha) 

 

 
 

③ 計画放流量を決定します。 

貯留施設から公共下水道へ常時放流できる最大量を次式から算出します。 

Q = A × v 

Q :貯留施設から公共下水道へ常時放流する最大計画量(㎥/s) 

 A :敷地面積(ha) 

v :流域における公共下水道の放流抑制量(㎥ /s・ha) 

ここで算出した「Q」以下の放流を行える貯留施設を設計します。 
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④ 貯留施設の雨水の調節方式を決定します。 

自然放流方式「オリフィス」又はポンプ排水方式「ポンプ」を選択してください。 

「オリフィス」の設置をお勧めしています。「ポンプ」は、排水量の調整を正確に行うのは困難です。 

⑤  オリフィスの設計 

オリフィスの放流口の形状（「矩形」、「円形」等）を決定します。 

オリフィスの流量は、次式から算出することができます。 

 

Ｑ＝Ｃ×Ａ  ２ｇ（Ｈ－ｄ/２） 

 

Ｑ：オリフィスの放流量（㎥/s)  
Ｃ：流出係数（＝０．６） 

Ａ：放流口の断面積（㎡） 

      ｇ：重力加速度（＝９．８ｍ/s2 )                                   

Ｈ：水深（ｍ） 

ｄ：放流口の高さ、直径（ｍ） 

 

ここで算出した「オリフィスＱ」は、「３－②「Ｑ」」の同等値以下になることを確認してください。 

「オリフィスＱ ≦ ３－②Ｑ」であれば、具体的なオリフィス諸元を検討し決定してください。 

 

⑥ ポンプの設計 

オリフィス等による自然排水が困難な場合は、ポンプ設備を有する地下貯留槽等を設置することが 

できます。 

東京都雨水貯留・浸透施設技術指針Ｐ２３、同指針（資料編）Ｐ４８を参照してください。 

 

（４）浸透施設の浸透量 

浸透施設は、浸透機能の他にます本体や充填剤の空隙を利用しての貯留機能も有していますので、原則と 

して浸透量と空隙貯留量の合計を対策量とします。 

 

①浸透施設の浸透量（対策量）＝浸透量＋空隙貯留量 

 

②浸透量(㎥ /hr)＝基準浸透量（Qf）×設置延長（設置個数、設置面積） 

＝Ｃ×比浸透量（Ｋ）×飽和透水係数（ｆ）×設置延長（あるいは設置個数、設置面積） 

Ｃ：影響係数（＝０．８１） 

Qf：浸透施設の単位基準浸透量(㎥ /hr) 

Ｋ：浸透施設の比透水量(㎡) 

ｆ：土壌の飽和透水係数(m/hr)（＝０．１４） 

※比透水量（Ｋ）は、施設の形状と設計水頭により、「雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編」（社団法人 

雨水貯留浸透技術協会）に記載される次項「表１～参考」の基本式を用いて算出します。 

 

③空隙貯留量(㎥)＝透水管やます本体の体積＋充填剤の体積×空隙率 

空隙率：３５％（製品の証明書があれば証明される空隙率を使えます。） 

 

 

ｄ ｄ 
H 

矩形 円形 
ｄ 
オリフィス構造例 放流口の形状例 
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４．雨水流出抑制施設の標準構造及び諸元 

  標準的な構造、浸透能力は、次のとおりです。 

  なお、「東京都雨水貯留・浸透施設技術指針」に基づいた諸元であれば、これ以外のものを採用することが 

出来ます。 

 

浸透ます 

 

 浸透トレンチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

型番 
ますの径 

a(㎜) 

 

深 さ 

b(㎜) 

h １ 

土被り 

（㎜） 

h ２ 

砕石厚 

（㎜） 

h ３ 

砂 厚 

（㎜） 

施設幅 

c(㎜) 

設計水頭 
（h2+ｈ3） 

（ ㎜ ） 

比浸透量 

（ ㎡ ） 

単 位 

浸 透 量 
（㎥/個・hr） 

空 隙 

貯 留 量 
（㎥/個） 

単 位 貯 留 

・浸透量 
（㎥/個・hr） 

ＰⅠ 150 400 100 390 25 300 0.415 2.066 0.234 0.016 0.250 

ＰⅡ 200 400 100 390 25 400 0.415 2.679 0.304 0.028 0.332 

ＰⅢ 250 500 100 510 30 500 0.540 4.010 0.455 0.057 0.512 

ＰⅣ 300 500 100 510 30 600 0.540 4.722 0.535 0.083 0.618 

ＰⅤ 350 600 100 630 35 700 0.665 6.384 0.724 0.139 0.863 

ＰⅥ 400 600 100 630 35 800 0.665 7.196 0.816 0.182 0.998 

ＰⅦ 500 800 100 880 50 1000 0.930 11.582 1.313 0.397 1.710 

型番 
管 径 

D(㎜) 

施設幅 

L(㎜) 

A 

土被り 

（㎜） 

B 

砕石厚 

（㎜） 

C 

砂 厚 

（㎜） 

設計水頭 
（B＋C） 

（ ㎜ ） 

比浸透量 

（ ㎡ ） 

単 位 

浸 透 量 
（㎥/ｍ・hr） 

空 隙 

貯 留 量 
（㎥/ｍ） 

単 位 貯 留 

・ 浸透量 
（㎥/ｍ・hr） 

ＴⅠ 75 250 150 280 20 0.30 1.940 0.220 0.027 0.247 

ＴⅡ 100 300 150 325 25 0.35 2.162 0.245 0.039 0.284 

ＴⅢ 125 350 150 375 25 0.40 2.383 0.270 0.054 0.324 

ＴⅣ 150 400 150 420 30 0.45 2.605 0.295 0.070 0.365 

ＴⅤ 200 550 200 560 40 0.60 3.270 0.371 0.128 0.499 

ＴⅥ 200 750 250 700 50 0.75 4.002 0.454 0.204 0.658 
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 利用別浸透能 

土地利用種別 浸透能力（㎥/㎡） 

芝 地 ０．０５ 

植 栽 ０．０５ 

草 地 ０．０２ 
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５．留意事項 

雨水流出抑制施設の技術的な詳細は、次の方針指針によるものとします。 

 ・東京都豪雨対策基本方針(改定)      令和 5年 12 月東京都都市整備局 

・東京都雨水貯留,浸透施設技術指針       平成 21 年 2月東京都総合治水対策協議会 

 ・東京都雨水貯留,浸透施設技術指針(資料編)       平成 21 年 2月東京都総合治水対策協議会 

 ・公共施設における一時貯留施設等の設置に係る技術指針  平成 24 年 6 月東京都都市整備局 

 

   ６．計算事例 

 【事例１】 敷地面積 500 ㎡の建築を計画している場合 

    

   

 対策量：０．０６㎥/㎡×５００㎡＝３０㎥ 

  浸透ますＰ５   ：０．８６３（㎥/個・hr）×１（個） ＝ ０．８６３㎥ 

  浸透トレンチＴ４ ：０．３６５（㎥/ｍ・hr）×２０（ｍ）＝ ７．３００㎥ 

  浸透ますＰ６   ：０．９９８（㎥/個・hr）×１（個） ＝ ０．９９８㎥ 

  浸透トレンチＴ６ ：０．６５８（㎥/ｍ・hr）×２３（ｍ）＝１５．１３４㎥ 

  浸透ますＰ７   ：１．７１０（㎥/個・hr）×１（個） ＝ １．７１０㎥ 

  透水性舗装    ：０．０５０（㎥/㎡・hr）×１００（㎡）＝５．０００㎥ 

                         合 計   ３１．００５㎥ 

  設計対策量３１．００５㎥≧対策量３０㎥になり、本計画は要綱に合致する。 

  

 

【事例２】 敷地面積５３０㎡の建築で、「４雨水流出抑制の標準的構造及び諸元」と異なる製品を使う場合 

 

 
 

対策量：０．０６㎥/㎡×５３０㎡＝３１．８㎥ 

 

●浸透ます 

「３．設計手順・設計方法（４）浸透施設の浸透量（対策量）表２-（２）」の正方形ます、側面及び底面で、 

施設幅 C＝１ｍ、ｈ１＝0.1ｍ、ｈ２＝1.0ｍ、ｈ３＝0.05ｍ、ａ＝0.5ｍ、ｂ＝1.0ｍの製品を採用する。 
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浸透ますの比透水量（K）＝（0.120C+0.985）（ｈ2＋ｈ3）2＋（7.837C+0.82）（ｈ2＋ｈ3）＋2.858Ｃ－0.283 

            ＝（0.120×１＋0.985）×1.052＋（7.837×1＋0.82）×1.05＋2.858×1－0.283 

            ＝ 12.883 ㎡ 

浸透ますの浸透量Ｑ＝基準浸透量（Ｑｆ）×施設個数＝Ｃ×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

         ＝0.81×12.883 ㎥×0.14ｍ/hr＝1.460 ㎥/hr  

浸透ますの空隙貯留量＝3.14×（ａ/２）2×（ｂ－ｈ1）＋{Ｃ×Ｃ×ｈ2） 

－3.14×（ａ/２）2×（ｂ－ｈ1）}×0.35 

        ＝3.14×（0.5/2）2×（1-0.1）＋{（1×1×1－3.14×（0.5/2）2×（1－0.1）}×0.35 

          ＝0.464 ㎥ 

浸透ますの貯留・浸透量＝（1.460＋0.464）×4個＝7.696 ㎥ ・・・・・・・・・・① 

 

●浸透トレンチ 

「３．設計手順・設計方法（４）浸透施設の浸透量（対策量）表２-（1）」の浸透トレンチで、 

 施設規模Ａ＝0.3ｍ、Ｂ＝0.8ｍ、Ｃ＝0.05ｍ、Ｄ＝0.25ｍ、L＝0.9ｍの製品を採用する。 

 

 
 

浸透トレンチの比透水量（K）＝3.093×（B＋C）＋1.34×L＋0.677＝3.093×0.85ｍ＋1.34×0.9ｍ＋0.677 

＝4.512 ㎡ 

浸透トレンチの透水量 Ｑ＝0.81×4.512 ㎡×0.14ｍ/hr×20ｍ＝10.233 ㎥/hr 

浸透トレンチの空隙貯留量＝{3.14×（Ｄ/２）2＋{（B＋C）×L－3.14×（Ｄ/２）2}×0.35}×延長 

＝{3.14×（0.25/2）２＋{0.85×0.9－3.14×（0.25/2）２}×0.35}×20 

＝5.992 ㎥  

浸透トレンチの貯留・浸透量＝10.233＋5.992＝16.225 ㎥ ・・・・・・・・・・・② 

 

●植栽及び芝生 

屋上緑化の面積 200 ㎡とする。 

浸透量＝0.05（㎥/㎡ hr）×200 ㎡＝10 ㎥ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・③ 

よって、本建築における貯留・浸透量は①＋②＋③となる。 

① ＋②＋③＝33.921 ㎥ 

設計対策量３３．９２１㎥≧対策量３１．８㎥になり、本計画は要綱に合致する。 
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7．記入要領 

（１）雨水流出抑制施設設置計画書（様式１） 

●申請者 施主など建築事業主を申請者として記入してください。 

1 施設名称：○○邸新築工事、△△マンション計画など施設名称を記入してください。 

2 施設所在地：施設の住居表示を記入してください。住居表示が無い場合は、土地地番を記入してください。 

3 浸透施設設置考慮箇所：該当する項目を○印で囲んでください。（Ｐ２（２）※参照） 

4 種別：該当する項目に○印で囲んで下さい。 

5 敷地面積：建築計画全体の敷地面積を記入してください。増築の場合は、増築部分の建築面積÷建蔽率で得た値 

を対象面積欄に記入してください。大規模民間施設については、５００㎡以上が対象です。 

6 建築規模：建築物の規模を記入してください。 

7 工事期間：建築工事の着手から完了までの期間を記入してください。 

8 排水開始日：雨水流出抑制施設の稼働開始予定を記入してください。 

9 基準抑制対策量：敷地面積又は対象面積、単位対策量（0.06 ㎥/㎡）により算出し、記入してください。 

10 抑制対策施設の種別、規模、貯留量等：対策する施設の種類、施設規模、貯留換算量を記入してください。 

11 確認事項：記載している注意事項について確認してください。 

12 連絡担当者：区から提出いただいた計画書の内容を確認する等、区から連絡する場合の担当者を記入してくだ 

さい。原則、メールでやり取りしますので、E-mail を必ず記入してください。 

●添付書類 

①案内図：1500 分の１程度の図面、住宅地図等により敷地の所在地が確認できるものを添付してください。 

②雨水流出抑制計画説明書：雨水流出抑制対策施設ごとの貯留量及び貯留換算量の算出根拠を記入してください。 

（7．計算事例参照） 

  ③平面図（土地利用計画図）：敷地全体が明示され建築物など土地利用計画がわかるものを添付してください。 

部分的な増築の場合は、流出抑制対策を実施する敷地の範囲を図示してください。 

④雨水流出抑制施設平面図：設置する雨水流出抑制施設の位置や延長などを示したものを添付してください。 

※浸透トレンチを浸透ますに接続する場合の延長は、浸透ますの周囲の砕石厚部分の延長は含まれません。 

施設別の集計表など添付してください。 

⑤雨水流出抑制施設構造図：透水性舗装の断面、浸透ますやトレンチなどの平面や断面図により、その構造がわか 

るものを添付してください。 

⑥面積求積図、面積計算書：敷地面積、緑地面積、透水性舗装等の計算書の根拠となる面積の求積図（三斜又は 

座標）を添付して下さい。 

⑦その他資料：排水ポンプの性能がわかる資料、浸透ます及び浸透トレンチ等標準構造以外の製品を利用する場 

合製品仕様書、その他必要な資料を添付してください。 

 

（２） 雨水流出抑制施設設置計画書（変更届）（様式２） 

様式１の確認済印付きの受付番号を記入して下さい。 

  １～８、１０、１２については、様式１と同様に記入してください。 

  ９計画書提出日：雨水流出抑制施設設置計画書の提出日を記入してください。 

  11 抑制対策施設の種別、規模、貯留量等：計画時、変更後の雨水流出抑制施設の種類、施設規模、貯留量及び貯 

留換算量を記入してください。 

●添付書類 

① ～⑦で様式１と同様に、変更後の書類を添付してください。 

 

（３）雨水流出抑制施設計画書（完了届）（様式３） 

雨水流出抑制施設の工事が完了したら、速やかに様式３を提出してください。 

様式１の確認済印付きの受付番号を記入して下さい。 

施工による抑制対策施設の規模や貯留量の軽微な変更ができます。 

1～１０、１２については、様式１、２と同様に記入してください。 

11 抑制対策施設の種別、規模、貯留量等：計画時又は変更時、完了後の雨水流出抑制施設の種類、施設規模、 

貯留量及び貯留換算量を記入してください。施工による軽微な変更のみ修正できます。 
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●添付書類 

①～⑤、⑧については、様式 1、２と同様に施行後の書類を添付してください。 

⑥工事写真：施行中・施工後の雨水流出抑制施設の状況がわかるように写真を添付してください。 

⑦写真撮影個所図：雨水流出抑制施設平面図に写真撮影箇所を記入してください。 

●写真撮影基準 

雨水流出抑制施設の形状寸法、設置個所数、施工延長がわかるように明瞭に撮影してください。 

標尺等を当てて写真で目盛りを読む位置がわかるように工夫してください。 

 

施設名 撮影時点 確認項目 撮影内容 頻度 

浸透ま

す 

浸透ト

レンチ 

製品納入 

掘削 

敷砂 

透水シート敷設 

浸透ます据付、

浸透管等据付 

単粒度砕石充填 

透水シート敷設 

上部仕上げ 

製品規格 

断面の幅と深さ 

砂の厚さ 

透水シート 

製品、単粒度砕

石 

砕石の厚さ 

透水シート 

土被りの厚さ 

浸透ますは深さと内径、透水管は内径を写す。 

深さについては、基準点から掘削底面までの深さを写す。 

基準点から砂の上面までの深さを写す。 

底面及び側面に敷設した状況を写す。 

単粒度砕石の上に製品が設置された状況を写す。 

浸透管の延長がわかるように写す。 

基準点から砕石の上面までの深さを写す。 

砕石上面が透水シートで覆われた状況を写す。 

基準点から上部仕上げ面までの深さを写す。 

全個所 

透水性

舗装 

掘削 

各層の施工ごと 

断面の深さ 

各層の厚さ 

基準点からの深さが分かるように写す。 

基準点からの深さが分かるように写す。 

全個所 

緑地 施工後 全景  全個所 

雨水貯

留槽 

施工後 形状、寸法 貯留槽の形状、寸法がわかるように写す。 全個所 

 

  

   

 

 

【問合せ先】 

豊島区都市整備部道路整備課道路整備グループ 

〒171-8422 

東京都豊島区南池袋２‐４５‐１ ６階 

電話 ０３－３９８１－４８７８ 

E-mail：A0023309@city.toshima.lg.jp 

mailto:A0023309@city.toshima.lg.jp

